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施設名 岡山県立森林公園 

【指定管理者の概要】 

名 称 一般財団法人上齋原振興公社 代表者 理事長 山崎 親男 

所在地 岡山県苫田郡鏡野町上齋原４０９ 

【指定管理の概要】 

指定期間 平成29年４月１日～令和４年３月31日 報告期間 令和３年４月１日～令和４年３月31日 

 
管理業務 
の内容 
 

・森林公園の施設及び設備の維持管理に関すること 
・森林公園の運営に関すること 

【管理体制の状況】 
 
 
 
 

 
施設長 
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公園管理事務員 

  
公園管理補助員 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(非常駐１名) (常駐１名) (常駐１名) (常駐３名、非常駐２名) 
 
 
 
 
 
 
 

 
 総務課事務員 

（労務・経理） 

 
 

 
 

 
 

(非常駐２名) 
 
 

【利用等の許可の状況】                                                            （単位：件） 

    合  計 

許 
可 
件 
数 

３年度     

２年度     

増 減     

【維持管理の業務の実施の状況】 

項  目 内       容 

施設・設備の維持管
理業務の実施状況 
（4月～11月） 
 

・園地、遊歩道整備業務（草刈り、巡視等） 
・施設の清掃、補修、整備 
・動植物の保護業務（園内巡視） 
・利用者の安全確保業務（園内毎日巡視、施設点検等） 
・案内及び広報業務（案内説明、自然観察会、各広報機関（テレビ、ラジオ、新聞）対応） 

施設・設備の利用状
況 
 
 

（単位：人） 
 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 計 
来園
者数 

4,716 3,538 847 3,044 1,292 0 4,491 4,540 22,468 
 

自主企画事業の実施
状況 
 

・野鳥観察会（２回）、森林公園指導者養成講座（６回）の開催を計画してい
たが、新型コロナウイルス感染症拡大のため、すべて開催を中止した。 

 

【利用料金の収入及び減免の状況等】                                        （単位：円、件） 

    合  計 

収 入 額     

利用件数     

減 免 額     

減免理由 
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【管理に係る収支の状況】                                 （単位：円） 
 
 
 

  
 

２年度      

 
 

備 考 
 

 
３年度 

 
対前年度増減額 

 収 入 額 Ａ 24,824,788 17,515 24,807,273 
 
３年度収入額 
その他の主なもの 
・地元特産品販売
収入 

    144,729円 
 
 
 
 
 

内 
 
 
訳 

指定管理料 24,662,000 0 24,662,000 

利用料金収入 0 0 0 

事業収入 0 0 0 

その他 162,788 17,515 145,273 

 支 出 額 Ｂ 24,877,866 179,670 24,698,196 

内 
 
 
訳 

人件費 19,456,115 866,891 18,589,224 

管理運営費 5,421,751 △687,221 6,108,972 

事業費 0 0 0 

その他 0 0 0 

収 支 額 Ａ－Ｂ △53,078 △162,155 109,077 

県への納入金 － － － 

実質的な県負担額 24,662,000 0 24,662,000 

【特記事項（管理運営業務の実施状況の点検結果）】 

点検項目 区分 特記事項（評価すべき点・改善すべき点） 

管
理 
運
営 
状
況 

①適切な施設 
管理の履行 

Ｂ 
事業計画に沿った適切な管理が実施されていた。 

 
 

②法令等の遵守 
状況 

Ｂ 
 関係法令に基づく義務は適切に実施されていた。 
 
 

③安全性の確保 
 

Ｂ 
 事故防止のための巡視、緊急時連絡体制の整備など適切に実施されて
いた。 
 

④財産の適切な   
管理 

Ｂ 
 施設・設備の破損、備品の紛失はなく、修繕は適切に実施され、適切
な管理が履行されていた。 
 

 
導
入 
効
果 

①利用状況 
 

Ｃ 
 年間４万人程度の利用者数を見込んでいたが、新型コロナウイルス感
染症緊急事態措置等による休園措置により、利用者数が減少した。 
［利用者数］R３:22,468人←R２:32,697人 

②収支状況 
 

Ｂ 
 適切な管理運営を実施するための経費が適正に計上されている。 
 
 

③サービス向上 
 

Ｂ 
 適切な感染防止策を講じた上で自然観察会を開催するとともに、園内
の自然情報の提供、来園者への丁寧な対応、適切な施設修繕など来園者
の安全確保及び利便性の向上が図られた。 
 

 
管理運営業務全般 

 
Ｂ 

 協定書、事業計画書、収支計画書に基づき、適切な管理運営業務が実
施されるとともにサービス向上への取組もなされた。 
 

  ※「区分」欄は、点検結果の区分。区分の内容は次のとおり 
  Ａ：予定していた業務水準を上回った。        Ｂ：予定していた業務水準を概ね実施した。 
  Ｃ：予定していた業務水準の一部が実施できなかった。 Ｄ：予定していた業務水準を下回った。 


